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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成24年10月18日(2012.10.18)

【公開番号】特開2008-24932(P2008-24932A)
【公開日】平成20年2月7日(2008.2.7)
【年通号数】公開・登録公報2008-005
【出願番号】特願2007-185764(P2007-185764)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   9/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ   9/36    ＣＥＷ　

【手続補正書】
【提出日】平成24年9月4日(2012.9.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の結節が複数のフィブリルで互いに連結した延伸ポリテトラフルオロエチレン、製
織ポリテトラフルオロエチレン又は不織ポリテトラフルオロエチレンを含む疎水性の多孔
質膜（１６）であって、複数の細孔を有する多孔質膜（１６）と、
　上記多孔質膜の細孔を塞ぐことなく、上記延伸ポリテトラフルオロエチレンの上記結節
及びフィブリルの表面或いは上記製織ポリテトラフルオロエチレン又は不織ポリテトラフ
ルオロエチレンのポリテトラフルオロエチレン繊維の表面の少なくとも一部に塗工された
コーティング組成物からなるコーティングであって、有機官能性シロキサン及びポリエー
テルウレタンポリマーから選択される１種以上を含む親水性のコーティング（２８）と
から本質的になる親水性物体（１２）であって、水銀柱２７インチの真空度で１０～４０
ｍｌ／ｍｉｎ／ｃｍ2の透水率を有するとともに、水との濡れ性を保持していて、乾燥し
ても予備湿潤処理なしで液体を流すことができる、親水性物体（１２）。
【請求項２】
　前記膜（１６）が基材に積層されていない、請求項１記載の親水性物体（１２）。
【請求項３】
　前記膜（１６）が０．１～０．５オンス／平方ヤードの重量を有する、請求項２記載の
親水性物体（１２）。
【請求項４】
　前記膜（１６）が０．１～１．０μｍの公称孔径を有する、請求項２記載の親水性物体
（１２）。
【請求項５】
　前記膜（１６）が０．１５～０．５μｍの公称孔径を有する、請求項２記載の親水性物
体（１２）。
【請求項６】
　前記コーティング（２８）が、コーティング組成物の総重量を基準にして１．０～３．
０ｗｔ％の固形分を有するコーティング組成物からなる、請求項１乃至請求項５のいずれ
か１項記載の親水性物体（１２）。
【請求項７】
　当該親水性物体が、ＡＳＴＭ　Ｄ７３７に準拠して測定して０．２～０．６ＣＦＭ／平
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方フィートの通気度を有する、請求項１乃至請求項６のいずれか１項記載の親水性物体（
１２）。
【請求項８】
　当該親水性物体が５回以上の湿潤－乾燥サイクル後も親水性を保つ、請求項１乃至請求
項７のいずれか１項記載の親水性物体（１２）。
【請求項９】
　当該親水性物体が、希酸及び希塩基、フォトレジスト、水（室温及び８０℃）、アルカ
リ溶液、ベンゼン、トルエン、ＭＥＫ、果汁、活性薬剤成分及びマイクロリソグラフィー
溶液の濾過に使用される、請求項１乃至請求項８のいずれか１項記載の親水性物体（１２
）。
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